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1 は じ め に

リンゴわい化栽培は,従来4× 2mの植栽距離を中心と

して植栽が進められてきたが,樹の大きさが当初想定され

たものより大きくなることが多く,作業性や品質の低下を

早期に招 くことにもなった。このため最近は,5× 3mの
比較的疎植な植栽も行われている。 しかし,疎植では早期

の収量性が低くなるため,植栽段階は植栽地離 5× 15m
と密植し,樹冠拡大後に間伐を実施する計画密植栽培の検

討が必要との見地から,穂品種 `さ んき ,`き おう'.`ジ ョ

ナゴールド',`王林',`3、 じ'と台木品種M9(M26),
JM8と の組み合わせで検討した。

2試 験 方 法

は)穂品種と台木品種の組み合わせについては,`さ ん

さ',`き おう',`王林',`ふ じ'についてはM9FItと M
M8を供試 した。また,`ジ ョナゴールド'では,M26「 It

と」N8を供試 した。

●)栽植距離及び10a当 たり樹数については供試 したそ

れぞれの品種及び台木毎に50× 30m(67本/10a)と 50
×15m(133本/10a)の 2方法とした。

3)植栽圃場は,洪積性火山灰埴壌土で,圃場前歴はマ

表 1 計画密植の有利性試算 (ふ じ,ジ ョナゴールド)

ルバカイ ドウ台 リンゴ樹 (昭和37～57年),わ い性台 リン

ゴ樹 (昭和58年～平成 4年)である。

“

)M.9 FIt及 び M26FIt台木使用樹は,平成5年春 ,

1年生苗木を定植した。」M8台木は,平成 5年春に圃場

で居接ぎした。なお,各樹とも深耕,土壌消毒,堆肥投入

後植栽した (リ ンゴ3作 目)。

3 試験結果及び考察

(D 植栽距離5× 15m植えは,5× 3m植えと比較 し

供試 した各品種,台木とも早期多収となった。

2)樹の生育は品種別では `ふ じ'>`ジ ョナゴール ド'

>`き おう'>`王林'>`さ んさ'の順で樹冠の拡大が

早く,台木別ではJM8台木利用樹はM9Flt(M26FD
台木利用樹に比べ樹冠拡大が早い傾向であった。

13)5X151Yl植 えでは,樹容積25ポ前後で樹冠が混み

合い間伐が必要となるため,1年生苗を植栽 した場合の間

伐時期は `お、じ'/M9FIt,`ふ じ'/JM8,ツ ョナゴー

ル ド'/」 M8では植栽後 5年から,`ジ ョナゴール ド'/
M26FItでは6年から,`き おう'/JM 8では7年から,

`き おう'/M9FItでは8年からとなり,`さ んさ'及 び

`王林'では8年以降となるものと考えられた。

に)以上の結果と,植栽時からの経営収支 (粗収益一生

品 種   台 木 植栽距離

粗収益
1'一

:産費
2)(円 /10a)(A) 植栽年から間伐 1

年目までのAlの累
計額の5× 3m植
栽との差0)

3)― 間伐にかかる

経費→

(円 /10a)間伐前年
間伐 :

植栽後年数

`年

)3)

年目`'

］
］
一ＪＭ８

じ３

5× 15m
5× 3m

64,001

-34,383 6
23,269

72 788
-2,966 -133,605

5× 15m
5× 3m

103,448
-57774 6

83,558

136363
+110,395 -20,244

ジ ョ ナ

ゴ ー ル ド Ｍ

Ｍ

Ｊ

Ｊ

5× 15m
5× 3m

252,394

49538
7

103,463

162268
+197,959 +67,320

5× 15m
5× 3m

233,029

171 181
6

116,393

175 198
+62,370 -68,269

注 1)粗収益は換算収量×単価 (ふ じ ;250円 /kg,ジ ョナゴール ド:280円/kg)で試算。
2)生産費は岩手県生産技術体系標準経費 (自 家労賃含む (単価650円 /hr))。 表 2も 同じ。
3)植栽後年数は 1年生苗を定植 した場合。表2も 同じ。
4)間伐は枝葉が混み合い品質や作業性が低下する樹容積25ビ以上となる年とした。
5)間伐経費は伐採,抜根,埋め戻 しにかかる経費 (130,639円 )。 表 2も 同じ。
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表2 計画密植の有利性試算 (き おう,さ んさ,王林)

品 種 台 木 植栽距離

粗収益°一生産費(円/10a)(A)
植栽年から1999年

までのlAlの 累計額
の5× 31n植栽と

の差

FBH伐時での

植栽後年数

(年)2)

間伐が必要となる

までの今後の年数

(年 )の

のlAlの 累計額の5×

3n確栽との差―間

きおう

Ｍ

Ｍ

5× 15m
5× 3111

400,252

225644
+228,218 1 +

Ｍ

Ｍ

Ｊ

Ｊ

5× 15m
5× 3m

318,291

256898
■ 11,355 1 十

一

さんさ

Ｍ

Ｍ

5× 151n
5× 3m

163,059

20764
+168,047 2以上 十

Ｍ

Ｍ

Ｊ

Ｊ

5X151n
5× 31n

173,847

30098
+153,757 2以上 +

王 林

Ｍ

Ｍ

5× 15m
5× 3m

20,536

-34908
+45,516 2以上 +

Ｍ

Ｍ

Ｊ

Ｊ

5× 1 51rl

5× 3nl

72,073

16919
+63,594 2以上 十

注 1)粗収益は換算収量×単価 (き おう:300円/kg,さ んさ :280円/kg,王林 :220円/kg)で試算。

2)間伐までの年数は,樹容積が25ピ以上となるまでにかかる年数を推定 した。

表3 計画密植の評価

(51 3作日となる圃場のリンゴ樹は連作障害等の症状も

なく生育は順調であった。

4 ま

注 1)1年 生苗を植栽した場合。

産費)及び間伐にかかる経費を試算すると,当初植栽距離

5× 151nで樹冠拡大後 1/2間伐とする計画密植栽培は
,

さんさ'/M9,JM8,`王 林'/M9,」 M8,`ジ ョ

ナゴールド'/M26及び `き おう'/M9で は植栽方法

の一つとして有利性があるが,`ふ じ'/M 9,JM 8,
`ジ ョナゴールド'/」M8及び `き おう'/JM 8で は有

利性は低いと考えられた。

0)リ ンゴわい化栽培の植栽方法の一つとして,植栽段

階は5× 15mと 密植し,樹冠拡大後 1/2間伐する計画

密植栽倍について検討 した結果,当初から5× 3mで植栽

した場合と比較し,`さ んさ'/M9,」 M8`王休'/M

9,JM 8,`ジ ョナゴールド'/M26及 び `き おう'/M

9で は有利性があるが `ふ じ'/M9,」M8,`ジ ョナゴー

ル ド'/」M8及び `き おう'/JM8では有禾1性 は低いと

考えられた。

12)本試験は,比較的肥沃な土壌の洪積性火山灰埴壌土

での試験であるため,土壌の脊薄な園地などでは,類似 し

た土壌条件の園地での生育を見ながら植栽方法及び間伐時

期を決定する必要がある。

13)計画密植栽培にあたっては,将来間伐を実施するこ

とが前提となるため,将来残す樹,伐採される樹を明確に

した整枝法等の栽培管理を行う必要がある。
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